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9月になっても猛暑が続いておりますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。
今年は植林地にイノシシが出没し、ヤマユリの根を、それこそ根こそぎ食べられてしまいました。広い範囲で機械を使って掘り起こしたような跡がついています。会員の夏の楽しみの一つだった大輪のヤマユリの花を見ることができず、とても残念です。最近は、クマの爪跡がいくつも見つかり、荒れ地が少しずつブナの森へ移行していることを実感しています。
10月は、恒例の木の実拾いです。昨年好評だったリース作りも行いますので、是非お子さんも誘ってご参加ください。ご一緒に南蔵王の秋を楽しみましょう。
　✾木の実を拾う会＆リース作りのご案内✾
日時　　　２０１２年１０月１４日（第２日曜日）
場所　　　蔵王のブナと水を守る会作業小屋周辺

集合　　　９時３０分　　　白石市役所駐車場（場所のわからない方）

　　　　　１０時　　　　　作業小屋（丸太小屋）（自力で来られる方）

参加費　　　大人　　５００円（保険料込み）　　
小学生以下　　１００円（保険料）

持ち物　　　昼食・飲み物・雨具・軍手・長靴

申込み　　　車の手配や保険への加入がありますので、申込み時には、氏名・年齢・住所・
電話番号・集合場所・交通手段の明記をお願いします。
申込締切　　１０月７日（日）
申込先　　　特定非営利活動法人　蔵王のブナと水を守る会　事務局

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ:　　http:/www.zao.org　(参加申込書)
E-mail　　　mail@zao.org
ＦAX　　　　0224-55-4438（聞き違いを防ぐためFAXで )

　　　　　　　「26周年記念大会」開催、皆様に感謝！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
理事長　白内 恵美子
5月20日に、当会の26周年記念大会を開催しました。本来は昨年、25周年記念大会を開催する予定で進めておりましたが、3.11の大震災により延期させて頂いたものです。
26周年記念大会は、多数のご出席を頂き成功裏に終了することができました。ご出席頂いた皆様、開催に当たりご尽力頂いた皆様に、心から御礼を申し上げます。残念ながらご出席できなかった皆様には、当日の理事長挨拶を掲載させて頂き、お礼の言葉と致します。

≪平成24年5月20日　蔵王のブナと水を守る会 26周年記念式典  理事長挨拶≫
　本日は、ご多忙の中、私ども特定非営利活動法人 蔵王のブナと水を守る会 26周年記念大会にご出席頂き誠にありがとうございます。
白石市長風間康静様始めご来賓の皆さま、活動をご支援頂いている皆さま、そして今までお世話になった皆さま方に、心から感謝いたします。
　当会は、南蔵王中腹に広がる荒れ地のブナ林復元を目指し、1986年に結成されました。以来26年間、ブナの原生林を伐採から守る運動と、荒れ地を落葉広葉樹の森に戻す活動を行ってきました。　
　南蔵王中腹一帯は、戦前は豊かなブナの原生林に覆われていましたが、戦中は軍需物資として伐採され、戦後は旧満州からの引揚者が入植し、開拓のために伐採されました。しかし、厳しい気象条件から耕作放棄地が増え、荒れ地となってしまったのです。
こうした自然破壊の拡大に対して、白石市民を中心とする人々が立ち上がり、ブナ林のこれ以上の伐採反対、荒れ地となったブナ林の回復を目的として活動を開始しました。ブナ林の伐採が中止された１９９０年代からは、ブナ林の復元を主な目標とした植林活動と、植えた木を大きく育てる育林活動に力を注いできました。
　１９９９年にはＮＰＯ法人の宮城県第１号として認定を受け、ナショナル・トラストを開始、２００１年には白石市と共同で１３ｈａの荒れ地を買い取り、当会が森への復元を担当、２００４年にはこの土地で白石市制５０周年記念植林祭が開催され1,000名もの市民が参加しました。
　毎年6月に開催している植林祭には、一般参加ばかりでなく、多くの企業の方々の参加を得ております。
このような活動を続けてきた当会は、昨年記念すべき２５周年を迎えましたが、大震災の発生により記念行事は中止を余儀なくされ、今回１年遅れて２６周年記念大会を催すこととなりました。
これまで活動を続けてこられたのは、多くの方々の励ましとご支援を頂いたからに他なりません。会員一同、心から感謝いたしております。
　当会はこれからも、会員手づくりの丸太小屋を活動拠点として、「あなたがつくる蔵王の森の物語」をキャッチフレーズに、南蔵王においてブナを中心とする広葉樹林の復元を進め、地域の水資源を保全する活動を進めてまいります。
今後とも皆様方の温かいご支援を賜りますようお願い申し上げ、開会の挨拶といたします。
　　
　　　　　※賛助会員の皆さんには、写真を印刷して発送しています。
5月20日、快晴。初夏の日差しの中、白石市役所前の舞鶴会館で26周年記念大会を開催しました。白石市長始め多数のご来賓、また苦労を分かち合った懐かしいメンバーにご臨席いただき、充実した大会となりました。ご出席頂いた皆様、本当にありがとうございました。会員一同心から感謝いたします。　
最初に仲村さんが行った26年間の活動成果報告では、過去と現在の写真を対比することで、この26年間の成果を実感することができました。
記念講演は、会の顧問であり当初からご指導頂いた西口親雄先生に、「ＣО２問題とオゾン被害」のお話を頂きました。地球上に森林が出現する過程でのヤマハンノキの役割などについて学びました。80歳を迎えられて益々好奇心旺盛な先生に、元気づけられました。

もう一つの講演は、元会員で現在は愛媛県在住の保谷忠良先生に、「山で遊べるこどもたち」のお話を頂きました。実践を通した子どもの自然教育について学び、私たちの今後の活動を考える上で大変参考になりました。
最後は、月輪まり子さんのアイリッシュハープの演奏でした。会場がまるでアイルランドの風に優しく包まれたような、とても幸せな気分で終了となりました。

　　　　　　　　　　9月から生態学講座開催

　
　「雑木林の生態学講座」を、柴田町の船迫生涯学習センターとの共催で開催することになりました。当会理事の仲村 得喜秀が講師を務めます。賛助会員の皆さまも参加しませんか！
　町の広報に掲載された受講生募集の案内文は次の通りです。

＜ 雑木林は本当に「自然」？　私たちの周辺にある緑は、長年人間がかかわって手を
加えてできたものです。もしも、人間がまったく手を加えなくなったら、雑木林はど
う変わっていくのでしょう。

　 そして、その下に咲く可憐な花たちの運命は？・・・・

　　雑木林を通じて、「生態学的な自然の見方」を、わかりやすく学んでみませんか。＞

全5回開催（毎月第4土曜日）9/22  10/27  11/24  12/22  1/26

日時：初回　9月22日（土）9：00～12：00

場所：柴田町船迫生涯学習センター（ 柴田町西船迫3丁目3－104 ）
参加費：無料

申し込み先：☎ 0224－57－2011

※町外の方でも参加できます。参加を希望する方は、電話で申し込んでください。
≪２５周年森作り報告書を販売中≫
皆さまのお手元に、「蔵王の森の物語 蔵王のブナと水を守る会２５周年森作り報告書」が届いていますか？ 5月の「蔵王の森通信」発送時に同封させて頂きましたが、まだ届いていない場合はご連絡ください。すぐにお送りいたします。
報告書は、現在1,000円にて販売中です。賛助会員の皆様、お知り合いの方に配布をして頂けないでしょうか。会の活動の宣伝にもなりますので、ぜひご協力をお願いいたします。




















































ナショナルトラスト基金報告


　　　　皆様には、ナショナルトラスト基金をお寄せいただき誠にありがと


　　うございました。


２０１２年１月～６月末までの累計は、以下の通りです。


森作りのため今後ともご支援をよろしくお願いいたします。


２０１２年度件数　　　　　　　２１件　(2012年1月～6月末)


２０１２年度金額　　１５９，１７６円　(2012年1月～6月末)











